
2013年5月21日(火) 18時00分～19時30分 日時： 

山口大学医学部 霜仁会館３階  会場： 

iPS細胞を用いた神経系の再生・疾患・創薬研究 

慶應義塾大学医学部 生理学教室 

教授  岡野 栄之  先生 

〔演題〕 

〔演者〕 

 iPS細胞技術の確立により、いま医療の姿が変わろうとしていま
す。その応用は、細胞移植による臓器・組織再生にとどまらず、難
治性疾患のモデル系の創出・病態解析、創薬など多岐に及んでいま
す。我が国は、再生医療推進法の制定など、国家プロジェクトとし
てiPS細胞研究を支援する姿勢を示しています。本講演では、iPS
細胞研究の世界的リーダーとして活躍されている岡野栄之 先生に、
難治性神経系疾患の克服に向けた最先端の研究成果をご紹介いただ
きます。これからの医療を担う若手医師や学生には、自身の進むべ
き方向の道標となることと思います。 
 医学部学生も含め、多くの方々のご参加をお待ちしております。 

問い合わせ先：大学院医学系研究科 病理形態学分野 池田栄二（内線2220） 

病理形態学講座セミナー 


